
　株式会社シィメスは、創業から70年以上にわたり、地域のライフラインを支え続
けるエネルギー企業。LPガスや都市ガスの供給にとどまらず、リフォーム、不動産、
太陽光発電までを手掛ける「住まいのトータルパートナー」として活動している。
　「売って終わりではない」を信条に、ハウスケアや暮らしの困りごと解決にも注力
しており、伝統ある信頼とデジタル技術を融合させ、次世代の地域サービスを追求
している。

株式会社シィメス

　LPWA機器の導入前は、検針員が10名ほどいたが、高齢化により運転が危険にな
る、あるいは家庭の事情等で（定年は設けていないものの）退職するケースが発生。
その後募集をかけても中々人が集まらない状況に陥り、社員がその業務を兼任せ
ざるを得なくなることに。
　その結果、月の貴重な数日間を検針業務に取られてしまう事態に陥っていた。そ
こで同社が目を向けたのが「LPWAによる遠隔検針」。補助金制度をきっかけに、導
入を本格的に検討し始めたという。
　補助金を活用すれば導入費用が安く済み、何
より社員を検針業務から解放し、その時間を本
来の修理や営業・販売といった付加価値の高い
業務に充てられる。同社はガス機器だけでなく、
水回りなどの修理・販売も手掛けている。検針業
務に技術や営業スキルを持つ人材が取られてし
まう状況が解消されたことで、これらの事業分

機器導入までの経緯と導入後の効果
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取材に答えてくださった岩本氏（課長）

野においても、顧客からの依頼に迅速に対応し、販売機会を創出することが可能に
なった。特に遠隔地域への検針は、往復だけで大きな時間を消費してしまう。LPWA
によって遠隔地域への検針業務が削減されたことで、大きな時間的メリットを得
られたという。
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　「取り付け前・取り付け後」の現場写真を撮る際、ラミネート加工したプレートに
水性ペンで書くと大変便利であったと岩本氏（課長）。A4サイズで枠を作り、ラミ
ネート加工する。日付等の変動情報だけを水性ペンで書き換え、裏面の磁石でガス
管に貼り付けて撮影。終わったら雑巾で消して、次の現場へ。このアイデアにより
強風で紙が飛ぶのを防ぎつつ、写真撮影の手間が劇的に減り、作業効率が大幅に向
上した。
　実際の現場において作業の効率化を図るために、こ
のような改善・工夫が行われていたことがとても印象
的であった。

現場写真を撮る際の同社ならではの工夫

　「初期費用やランニングコストはかかるが、それ以上にLPWAの導入メリットは
非常に大きい。旧電話回線システムと比較しても、導入コスト、通信費用、設置容易
性（資格が不要）、機能性（双方向通信が可能等）のあらゆる観点から見て優秀」と岩
本 文浩氏（課長）は語る。
　また、「今後LPWAの導入効果を最大化するためには、
さらに取り付け件数を増やしていくこと。加えてメッセ
ンジャーアプリ等の顧客コミュニケーションツールと
のシステム連携・構築強化が不可欠である」と岩本氏。
　今後も地域に根差したきめ細やかなサービスと先進
的なデジタル技術を融合させて事業を展開していく。

申請予定事業者へのアドバイスと今後の展望

取付写真撮影時のA4ボード

自社で制作している事前周知チラシ
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LPWA通信システムの実態調査票（事前調査）



LPWA通信システム導入までのスケジュール


